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長期構想とは
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■長期構想とは・・・

○重要港湾（境港）の管理者は、 港湾法第三条の三第１項の規定により、「港湾の
開発、利用及び保全並びに港湾に隣接する地域の保全に関する政令で定める事
項に関する計画（港湾計画）を定めなければならない。」とされています。

○一方で、このような公共事業に係る計画に関して国民の理解を得るためには、計画
段階より早い構想段階において、計画に対する住民等の理解と協力を得るととも
に、検討のプロセスの透明性・公正性を確保することが重要になることから、計画
を合理的に策定するための基本的な考え方を示す「公共事業の構想段階における
計画策定プロセスガイドライン（H２１．３）（国土交通省）」が策定されています。

○長期構想は、このガイドラインに基づき、長期的視野に立った総合的な港湾空間の
形成とそのあり方を構想・ビジョンとして、目指すべき将来像やその実現に向けた
空間利用計画（ゾーニング），施策を検討し、とりまとめるのです。

○現在の境港の港湾計画は平成１７年６月に策定（改訂）されたものですが、今般の
社会情勢の変化に応じ、境港が果たすべき役割も見直しする必要があることから、
この度、港湾計画の改訂に先立って、長期構想を検討するものです。



長期構想と港湾計画
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■長期構想
• 20年～30年程度先を見通した港の将来像
• 将来目標、長期的な港湾整備の方向性
• 空間利用のゾーニング

■港湾計画
• 10年～15年程度先を目標とした施設整備や土地利用計画

長期構想
「将来の港の姿」
概ね20年～30年先 港湾計画

目標年次
10～15年先

【長期構想と港湾計画のイメージ】



境港における現行の港湾計画
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■目標年次：平成30年代前半

■計画の方針：
１）外内貿物流機能の拡充
２）港湾の高度利用
３）臨港交通体系の強化
４）親水空間の確保
５）旅客船ふ頭の整備
６）生態系との共生にも
配慮した港湾利用

■平成17年6月 境港港湾計画 改訂
■平成27年3月 境港港湾計画 一部変更

取扱
貨物量

外貿 260万トン

内貿
（うちフェリー）

250万トン
（うち10万トン）

合 計 520万トン

入港最大標準船型 6万D/W級
港湾
利用者数

旅客施設利用者 15万人
マリーナ利用者 5万人

【目標年次における港湾の能力】
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長期構想見直しの背景

■社会経済情勢等の変化
・国際定期フェリーの就航（H21）
・リサイクルポートに指定（H23）
・日本海側拠点港（国際海上コンテナ、外航クルーズ、原木）に選定（H23）
・「みなとオアシス境港」登録（H25）
・公共マリーナJOCセーリング競技強化センター認定（H27）
・外港竹内南地区複合一貫輸送ターミナル整備着手（H27）
・外港中野地区国際物流ターミナル供用開始（H28）
・2019レーザー級世界選手権大会（R元）
・外港竹内南地区複合一貫輸送ターミナル供用（R2）
・バイオマス新規建設計画（米子市和田浜工業団地地内）（R4）
・大型クルーズ船の寄港増加
・輸送船舶の大型化

境港の港湾計画改訂に向けて、長期構想を見直す

境港港湾計画
（平成１７年６月 改訂、平成２７年３月 一部変更）

改訂から10年以上経過
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長期構想検討のスケジュール

平成30年度
第１回境港長期構想検討委員会
（内容）現況の把握、目指すべき方向性

11月8日

令和元年度

第２回境港長期構想検討委員会
（内容）港湾への要請と課題、境港が今後担うべき役割、境港の長期構想における施策の展開方向

（案）、将来の空間利用計画（案）

（幹事会：7月4日）
7月23日

第３回境港長期構想検討委員会
（内容）境港の長期構想における施策の展開方向、将来の空間利用計画、境港長期構想（案）、境港港

湾計画素案

（幹事会：11月29日）
12月19日

長期構想の素案について、パブリックコメントを実施 2月21日～3月16日

第４回境港長期構想検討委員会
（内容）長期構想策定及び港湾計画最終素案の提示

（幹事会：2月26日）
3月書面開催

令和2年度 港湾計画の改訂 下半期予定

■役割

現状把握
課題抽出

港湾管理者

助言・提案

長期構想検討委員会

港湾計画素案
の策定

港の
将来像

整備の
基本方針

長期構想策定

■スケジュール



検討フロー
港湾及び背後地域の現況

企業個別ヒアリング

港湾への要請と課題

将来の空間利用計画

境港長期構想の策定

境港港湾計画素案の策定

港
湾
計
画

素
案

施設配置及び土地利用計画

第
１
回
委
員
会

第
２
回
委
員
会

第
４
回
委
員
会

上位・関連計画の動向

目指すべき方向性

境港の長期構想における施策の展開方向
・果たすべき役割と将来像
・主要施策の展開方向

長
期
構
想

現
況
分
析

第
３
回
委
員
会

境港が今後担うべき役割

パブリックコメント
R2.2.21から
R2.3.16まで

港湾利用者との
合同意見交換会
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